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空中消火実施の態勢
１ 自衛隊機の活動態勢及び規模の推移
○ ＣＨ－４７×８機態勢をもって栃木県足利市山林火災に対応
○ ２５日（木）以降は、群馬県桐生市山林火災に同時対応するため、一部（最大２機）を同正面に運用

２ 防災ヘリとの連携
○ 自衛隊機と防災ヘリを交互に運用し、継続的に空中消火を実施
（ＣＨー４７が燃料補給している間の約１時間をもって、防災ヘリによる空中消火を実施）

○ 飛行間は、共通周波数を使用し、自衛隊機及び防災ヘリ間の無線交信により連携
○ 現地指揮本部において自衛隊ＬＯと栃木県ＬＯとの間で、
運航計画（ﾀｲﾑﾃｰﾌﾞﾙ、飛行経路）等を調整

３ 航空安全の確保
○ 自衛隊統制機による自衛隊機に対する火点周辺空域の統制
○ 防災ヘリの消火活動中、民間ドローンの飛行により、活動が一時停止

○ 空中消火活動中における散水地域周辺の安全確保

○ 自衛隊機・防災ヘリと報道ヘリとの安全間隔を保持するため、３０００ｆｔ（約９００ｍ）以下の
空域を自衛隊・防災ヘリが飛行、３０００ｆｔ以上の空域を報道ヘリが飛行するよう統制

２２日 ２３日 ２４日 ２５日 ２６日 ２７日 ２８日 １日 ２日 ３日

対応機数 ４機 ４機 ８機
ヘリ団増強 ６機 ８機 ８機

空自増強 ８機 ８機 待機 撤収

足利市山林火災対応に係る空中消火機の運用実績

栃木県足利市山林火災に係る災害派遣における空中消火態勢等について

複数正面の山林火災に対応する際の優先順位付け（資源配分）を行う総合調整組織が必要
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飛行前における調整及び飛行中における連携により、円滑に活動

・ ドローン等の飛行禁止空域の追加した航空法施行規則改正の周知
・ 消火間、国交省等による飛行禁止空域等の設定及び地上からの警察による警らの強化

消火間、人員・車両等の進入を防止するための警察による警らの強化

航空機タイムテーブル（イメージ）

凡例 自衛隊機活動時間
防災ヘリ活動時間
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空中消火と地上消火の連携
○ 足利市現地対策本部から２５日（発災５日目）に示された消火活動に係る考え方に基づき対応
・ 地上消火：延焼拡大防止線外への延焼を防止するための消火活動を実施
・ 空中消火：延焼拡大防止線内の地上消火が困難な地域に対する空中消火を実施

○ ２７日（発災６日目）には、より具体的な消火地域を調整し、早期の鎮圧に寄与

【足利市消火活動の考え方】
引き続き空中及び地上からの消火活動により、

拡大防止線内に延焼を防止しつつ鎮圧を図る。

【地上消火】
比較的良好な接近経路を使用し、各拡大防止

線に消防組織を配置し、主にジェットシュータ
及びエンピを活用した地上消火を実施し鎮圧を
図る。

【空中消火】
○ 自衛隊

地上消火部隊の進入が困難な月谷地区及び
本城地区を主体に空中消火を実施

○ 防災ヘリ
火災地域西部（東山北側）の山間部の空中

消火を担任

２７日における消火活動の考え方

栃木県足利市山林火災に係る災害派遣における空中消火態勢等について

【部隊認識統一資料抜粋】

延焼防止観点から「初動」が最も緊要であり、現地対策本部内に然るべき消火活動に係る統制者を
配置し、消火活動の考え方を示すことが必要
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